
問
は
さ
き
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
0
4
7
9
‐
48
‐
5
1
5
0

送
迎
バ
ス
乗
降
場
所
の
追
加

　

は
さ
き
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
バ
ス

が
、
4
月
か
ら
は
さ
き
保
健
・
交
流
セ
ン

タ
ー
で
も
乗
車
・
降
車
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
運
行
日
時
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
家
庭
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
2
0
5

児
童
扶
養
手
当
額
の
引
き
上
げ

　
４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手
当
額
が
２
・

７
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。　

■
本
体
額

全
部
支
給
＝
4
6
6
9
0
円

一
部
支
給
＝
4
6
6
8
0
～
1
1
0
1
0
円

■
第
2
子
以
降
加
算
額

全
部
支
給
＝
1
1
0
3
0
円

一
部
支
給
＝
1
1
0
2
0
～
5
5
2
0
円

問
国
保
年
金
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
4
5

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
学
生
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る『
学
生
納
付
特
例
制
度
』の
手
続
き
が

で
き
ま
す
。

対
象
＝
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校（
※
1
）に
在
籍
す
る
学
生
な
ど
で
、

本
人
の
前
年
所
得
が
基
準
以
下
の
方

※�

前
年
所
得
の
目
安
＝
1
2
8
万
円
＋
扶

養
親
族
な
ど
の
人
数
×
38
万
円
で
計
算

し
た
額
以
下

（
※
1
）学
校
教
育
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る

修
業
年
限
が
1
年
以
上
の
課
程
に
在
籍
し

て
い
る
方

必
要
書
類

《
本
人
が
申
請
す
る
場
合
》

⃝�

本
人
確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

⃝�

基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の（
年
金

手
帳
や
通
知
な
ど
）

⃝�

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
⃝�

学
生
証
の
コ
ピ
ー（
両
面
）ま
た
は
在
学

証
明
書（
原
本
） 暮

ら
し

問
障
が
い
福
祉
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
7

各
種
障
害
手
当
　
月
額
の
改
定

　
2
0
2
4
年
の
物
価
変
動
率（
+
２
・

７
％
）に
基
づ
き
、
4
月
か
ら
次
の
と
お

り
手
当
の
月
額
が
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
8
0
0
円

特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

　
　
　
　
　
　
　
　
3
7
8
3
0
円

障
害
児
福
祉
手
当　
1
6
1
0
0
円

特
別
障
害
者
手
当　
2
9
5
9
0
円

問
財
政
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
2
9

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金
事
業

　

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付
金

は
、
石
油
貯
蔵
施
設
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
公
共
用
防
災
施
設
な
ど
の
整
備
を
目
的

と
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
も
、
こ
の
交
付
金
で
防
災

道
路
、
防
災
通
信
施
設
、
環
境
監
視
施
設

な
ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
4
年
度
は
1
億
3
5
8
万
5
千

円
が
交
付
さ
れ
、
こ
れ
に
市
の
一
般
財
源

1
3
1
1
万
4
千
円
を
加
え
、
2
路
線
の

道
路
を
改
修
し
ま
し
た
。

暮
ら
し

募　
集

講
座
・
教
室

相　
談

⃝�

会
社
な
ど
を
退
職
し
学
生
に
な
っ
た
方

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
写

し
※�

代
理
人
が
持
参
し
て
申
請
す
る
場
合
は
、

次
の
書
類
も
必
要

⃝�

代
理
人
の
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）

⃝�

別
世
帯
の
方
は
、
委
任
状
も
必
要

申
請
先
＝
国
保
年
金
課
、
市
民
生
活
課
、

年
金
事
務
所

申
請
方
法
＝
持
参
ま
た
は
郵
送

問
水
戸
南
年
金
事
務
所

℡
0
2
9
‐
2
2
7
‐
3
2
7
8

国
民
年
金
保
険
料
の
改
定

　
4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が
改
定
さ

れ
ま
す
。

旧
月
額
＝
1
6
9
8
0
円

新
月
額
＝
1
7
5
1
0
円

■
納
付
は
前
納
が
お
得
で
す

　
現
金
納
付
で
2
年
度
分
を
前
納
す
る
と

最
大
1
5
6
7
0
円
の
割
引
が
あ
り
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
水
戸
南
年
金
事

務
所
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
防
災
安
全
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
1

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
春
は
、
新
入
学
児
童
な
ど
を
含
む
小
学

生
や
高
齢
者
が
巻
き
込
ま
れ
る
交
通
事
故

が
増
え
る
時
期
で
す
。

　
新
生
活
の
始
ま
り
と
一
緒
に
、
自
ら
の

交
通
安
全
意
識
を
見
直
し
て
悲
惨
な
交
通

事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
＝
4
月
6
日（
日
）～
15
日（
火
）

問
防
災
安
全
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
3
1

春
の
地
域
安
全
運
動

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
後
は
新
た
な

生
活
環
境
に
慣
れ
始
め
、
気
の
緩
み
が
生

じ
て
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
行
楽
期
・
農
繁
期
は
空
き
巣

被
害
な
ど
が
増
加
し
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
の
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
を
積
極
的
に
お

こ
な
い
、
不
審
者
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
き
ち
ん
と
鍵
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

期
間
＝
4
月
25
日（
金
）～
5
月
9
日（
金
）

問
開
発
審
査
課

℡
0
2
9
9
‐
90
‐
1
1
5
5

危
険
な
盛
土
な
ど
に
対
す
る
規
制

　

危
険
な
盛
土
な
ど
を
規
制
す
る
た
め
、

4
月
1
日
か
ら
神
栖
市
内
全
域
が
法
に
基

づ
き
規
制
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め「
一
定
規
模
以
上
の
盛
土
や

切
土
」、「
一
時
的
な
土
石
の
堆
積
」を
お
こ

な
う
場
合
は
、
事
前
に
許
可
ま
た
は
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

講
座
・
教
室

相　
談

募　
集

暮
ら
し

整備された市道8-101号線（東和田地内）

【
掲
載
場
所
の
変
更
】

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
か
み
す
は
、
13
ペ
ー
ジ
の

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

かみす
ナビ

このページでは神栖市の
様々な情報をご案内します

イベント情報や季節の
話題を中心に、写真付
きで投稿しています。
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